
○自然解説員とは?
自然解説員の仕事は調査研究、資料の収集保管を行う学芸員の仕

事とは異なり奥日光を訪れる人々に自然解説を行うことです。
私たちの仕事は様々な自然を伝えることで世の中の人々が自分と自

然との関わりを考え、よりよく自然と生きてゆくためのきっかけを作っ
てゆくことを目指す環境教育活動です。その目標の達成のために、自
然解説員は単なる知識の伝達にとどまらず、相手に合わせた様々な
自然体験を提供する活動を行っています。

○なにをしているの?
具体的には「自然観察会の企画立案、実施」や「団体向けの自然ガイ

ドやレクチャー」「自然情報センターでの日光の自然や自然公園の利
用に関する情報の提供」「常設展示の案内」などがあげられますが、こ
れが全てではありません。ブログやホームページの更新,ニュースレ
ターの編集・発行、自然情報センター内の展示物の作成など様々な手
段によって自然を伝えています。

○大切にしたいこと
この仕事には、あらゆる機会を利用して自然を伝えようという熱意が

必要です。さらには仕事の質を高めてゆくために、積極的に野外に出
て自らの自然に対する思いを深めようという姿勢や常に新しいものを
作り出そうとするチャレンジ精神なども求められます。

さらには、奥日光の環境や周辺の動植物などに対する知識や野外
活動のノウハウを身につけることも必要です。

日光自然博物館の自然解説員とは?

○フィールド
奥日光は日光国立公園の一部です。日光市のいろは坂を登っ

た標高１２００ｍを越える地域で川、沢、滝、湖沼、草原、湿原、
森林、そして周辺を取りまく山岳など様々な環境で成り立ってい
ます。
地域内には様々な景勝地があり、ハイキングコースも整備され

ていることや、標高の高い地域なので夏は冷涼で冬が厳しく、同
じ場所でも四季それぞれで様々な表情をみせることもあり、この
良好な自然を楽しむために一年を通して多くの人が訪れる地域
です。
この奥日光全体が私たち日光自然博物館のフィールドです。

博物館の自然解説員? それってどんな仕事?

そんなあなたのために、日光自然博物館の「自然解説員」のお仕事を紹介します。

○自然解説員の一年

・４月 新年度スタート
・５月～７月 春の修学旅行シーズン（ガイド業務繁忙期）
・８月 夏休みイベント等

・９月～１０月 秋の修学旅行シーズン（ガイド業務繁忙期）
・１１月～１２月 積雪期イベントの準備、繁忙期の振り返り

・１月～３月 積雪期イベント、次年度へ向けての準備

現在、自然解説員の業務の大半を占めているのがガイド業務です。このガイド業務は主に修学旅行で奥日

光を訪れる小学生団体を対象としているので、修学旅行のハイシーズンは繁忙期となります。この期間が自然

解説員にとって一番忙しい時期ですが、こうした忙しさの中では気がつくとただ仕事をこなすだけになりがちで

す。
そんな忙しさに流されずに頑張れる人を期待します。



○写真で見る自然解説員の仕事

小学生相手のガイド
話ばかりでなく、触る、食べるなどの体験も盛り込みます。
規定のプログラムではなく、現場の旬の自然を活かした活
動を各解説員ごとに組み立てています。

出張レクチャー
３０分～１時間程度のレクチャーを宿泊先のホテルなどに出向いて行いま

す。

自然観察会
「観察会」とはいっても知識を伝えるだけでなく、様々な自然体験を提供す
るイベントを様々な季節、場所、対象で展開しています。
数時間の短いものから宿泊型のイベントまで幅広い活動を企画していま



自然情報センターのカウンター業務
博物館内の自然情報センターと戦場ヶ原の入口にある赤沼
自然情報センターの二箇所を管理しています。ここで自然情
報やコースの情報等を提供しています。

デスクワーク
自然解説員とはいっても野外での仕事ばかりではなく、ガイドの打ち合
わせやイベントの企画などのデスクワークも意外とあります。
スタッフ全員でのミーティングも行っています。
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「もの」を介した自然解説
人と対面で行う自然解説ばかりでなく、ニュースレターなどの紙媒
体の発行,ホームページやブログの更新、展示物の作成などを通し
た自然解説も行います。

自然情報の収集など
時間があれば、どんどん外へ出て自然情報を集めます。写真をとる
のも仕事の内。面白いものを見つければ持ち帰ってこんなことも･･･

○最後に
自然解説員として働くにはいろいろと要求されることもありますが、最初から全てを満たしていなくても大丈夫。
いっしょに働きながらステップアップしてゆきましょう。


